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論文内容の要 旨

本論文は， 9 %ニッケル鋼の共金溶接金属の低温じん性について治金学的見地から詳細に検討を加え，

得られた成果に立脚して，溶接金属の高じん化を達成し得る，新しい純アルゴンシールドの共金 MIG

アーク溶接技術の開発を図ったもので，次の 7 章より構成されている。

第 l 章では. 9%ニッケノレ鏑の溶接 i乙関する従来の研究を概観し，本研究の背景，目的，意義を明ら

かにするとともに，本論文の概要と構成を示している口

第 2 章では，共金溶接金属の低温じん性におよぼすシリコンおよび酸素の影響に関する冶金学的検討

結果に基づき，溶接金属の組成を低シリコン，低酸素化するとともに， 590 T 近傍の温度で焼もどし処

理を行なうことが低温じん性の改善に有効であることを明らかにしている。

第 3 章では，共金溶接金属の組成を低シリコン，低酸素化するための具体的方策について検討を加え，

純アルゴンシールドの MIG アークの安定化に優れた，希土類元素を含有する低シリコン共金溶接ワイ

ヤの開発を行っている。

第 4 章では，アーク安定化元素としてワイヤに添加した希土類元素が溶接金属の溶接割れ感受性なら

びに機械的性質に及ぼす影響について検討を加え，微量添加した希土類元素はこれらの性質を損なうこ

とがないことを明らかにしている。また，多重溶接熱サイクルの焼もどし効果によって溶接金属の低温

じん性が改善されることを確認している。

第 5 章では，新溶接技術により作製した共金溶接継手の機械的性質および破壊じん』性について検討を

加え，いずれも優れた特性を有することを明らかにしている。

第 6 章では，希土類元素添加ワイヤを用いる 9%ニッケル鋼の純アルゴンシールドの共金 MIG アー
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ク溶接技術を液化窒素および酸素貯槽の溶接施工に適用し，その優秀性を実証している。

第 7 章では，本研究で得られた研究成果を総括的に取りまとめている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，高能率で、かっ優れた低温じん性を有する 9%ニッケル鋼溶接技術の開発を目的として，純

アルゴンシールド共金 MIG 溶接技術について研究を行い，その確立を図ったもので，得られた主要な成

果は次のとおりである。

(1) 9 %ニッケル鋼共金溶接金属の低温じん性におよぼすシリコンおよび‘酸素の影響について冶金学的

な立場から検討を加え，溶接金属の組成を低シリコン，低酸素化することならびに 590 0c 近傍の温度

で焼もどし処理を行うことが優れた低温じん性を得る上で重要であることを明らかにしている。

(2) 溶接金属の低酸素化を目的として，純アルゴンシールドにおける MIG アークの安定化法とそれに用

いる溶接ワイヤの研究開発を行ない，微量の希土類元素を溶接ワイヤに添加することが実用的価値を

有するアーク安定化法になることを明らかにしている口

(3) MIG アークの安定化を目的として添加した希土類元素が溶接金属の溶接割れ感受性，機械的性質，

低温じん性におよぼす影響について検討を行い，微量の希土類元素はこれらの特性を損なうことがな

い乙とを明らかにしている。

(4) 溶接継手の機械的性質ならびに破壊じん性に対する検討結果に基づき，各種板厚ならびに溶接姿勢

に対する純アルゴンシールドの共金 MIG アーク溶接施工条件を確立している口

(5) 希土類元素を微量添加した，低シリコン共金ワイヤを用いる， 9 ~ぢニッケル鋼の純アルゴンシール

ド MIG アーク溶接技術を液体窒素，酸素貯槽の建造に適用し，その優秀性を実証している。

以上のように本論文は， 9 ~ぢニッケル鋼の高能率，高性能共金溶接技術について多くの知見を与えて

おり，学問的にも，工業的にも貢献するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるもの

と認、める口
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